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2017

陽明門（日光東照宮）：国宝。様々な
装飾が施されており，一日中見ていて
も飽きないことから「日暮の門」とも
呼ばれる。平成 25 年より行っていた
修理工事が，平成 29 年 3 月に竣功した。
写真は竣工式後の参拝客による「くぐ
り初め」の様子。
写真提供／朝日新聞社
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　アパカバール？（お元気ですか？）スラマッパ

ギ！（おはよう）トゥリマカスィ！（ありがとう）

サマサマ！（どういたしまして）インドネシア共和

国で出会った人々は，みんな笑顔であいさつをす

る。その瞳は，驚くほど柔らかく，温かい。

　私は，2017年3月14日～19日の1週間，インドネシ
ア共和国を訪問した。この国の人口は，世界第4位

の約2億5500万人，その内の約88％がイスラム教徒
である。世界で最も多くのイスラム教徒が暮らす国

であるが，キリスト教，ヒンドゥー教，仏教など他

宗教の信仰も認めている。

　世界遺産の仏教遺跡ボロブドゥール寺院では，ガ

イドさんのユーモア溢れる案内と観光客に物を売る

人々のたくましさやひたむきさ，そこにいる誰もが

互いの存在を許し合う姿に心を動かされた。

　インドネシア共和国の学校は，教育省が管轄する

一般校と宗教省が管轄するマドラサというイスラム

系の学校がある。一般校では，週3時間宗教教育を

行う。今回訪問したジョグジャカルタの公立小学校

では，イスラム教徒以外の児童のために，キリスト

教やヒンドゥー教，仏教を教える教員が配置され，

授業が行われていた。

　土曜日に訪問したスラバヤのイスラム系小学校で

は，プラムカ活動と呼ばれるボーイ・ガールスカウ

ト活動に熱心に取り組む姿が見られた。インドネシ

ア共和国のスカウト数は約890万人で世界第1位であ
る。訪問した学校の教職員と子どもたちは揃いのス

カウトの制服を着て活動していた。

　4度目となるインドネシア共和国の訪問は，私の

日々のものの見方や考え方，固定化されたイメージ

を大きく揺さぶり，問い直す機会となった。現地の

人々の大らかさや温かさ，笑顔やユーモアに支えら

れた，たくましさやひたむきさ，そこで暮らす全て

の人々を受け入れる懐の深さを感じた。

インドネシア共和国の豊かさ

愛知教育大学准教授　真島 聖子
リレーエッセイ

真島 聖子（まじま  きよこ）  ※写真中央
専門分野／人文社会科学
主要著書／「教員養成系大学における防災教育
を行う教員としての資質能力育成に関する基礎
的研究－大学院生による地域防災副読本『愛知
防災物語』作成の試みから―」『日本教育大学協
会研究年報』（共著，日本教育大学協会，2016年）

「租税教育と国民主権」『探究』（愛知教育大学
社会科教育学会，2016年）
日本文教出版『小学社会』教科書著者
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　平成 29 年 3 月末に，次期学習指導要領が告示

された。

　この新しい学習指導要領と現行とを比較してみ

ると，“ 見た目がガラリと変わった ” というのが，

最初の印象ではないだろうか。

　その一方で，目標や内容，指導計画の作成と内

容の取扱いなどに登場するキーワードに着目して

熟読してみると，例えば，「学習の問題を追究・解

決する活動を通して」や「よりよい社会を考え主

体的に問題解決しようとする態度を養う」「学習の

問題を追究・解決する活動の充実を図る」「言語活

動に関わる学習を一層重視する」など，現行の社

会科の学習指導要領が目指してきた方向と同じ意

味合いの記述が数多く見られる。

　この度の改訂は，果たして見た目の印象通りの

大改訂なのか。それとも，現行の学習指導要領を

踏襲した部分改訂なのか。

　その結論を先に述べると，現行の学習指導要領

が目指す方向性を踏襲しながらも，「資質・能力の

育成」という新時代の理念を盛り込んだかなりの

大改訂であると言えるのではないだろうか。

　以下，そう結論付けた根拠を示しながら，新学

習指導要領の改訂のポイントについて具体的に述

べていきたい。

　新学習指導要領では，目標及び内容の示し方が

大きく改められた。どちらも『資質・能力』を前

●國學院大學教授  安野  功

新学習指導要領の改訂のポイント

小学校
社会科編

面に打ち出す大幅な改訂である。以下，その詳細

を述べる。

●目標の示し方はどう変わったのか

　新学習指導要領では，社会科の教科目標，各学

年の目標，そのどちらについても次の３つの具体

目標が明示されている。

　その１つが「知識・技能」，２つが「思考力，判断力，

表現力等」，いま１つが「学びに向かう力，人間性

等」に関わる目標である。

　ところで，この度の改訂で，なぜ，目標の示し

方が大きく改められたのか。その理由は，初等中

等教育が一体となって子どもを育てるという理念

の下に，小・中・高等学校の接続・発展（縦軸）

と各教科等の相互関係（横軸）という２つの観点

から教科目標や学年目標を整理し直したからであ

る。その結果，教科目標及び各学年の目標の示し

方が，学校教育法 30 条 2 項に示された学力の三

要素に基づく３つの資質・能力（「知識，技能」，「思

考力，判断力，表現力等」「学びに向かう力，人間

性等」）を受ける形へと大きく改められたのである。

●内容の示し方はどう変わったのか

　内容についても，目標の場合と同じ趣旨で，そ

の示し方が，以下の通り大きく改められている。

［Ａ］について，次のことを［Ｂ］して調べ，［Ｃ］

を考えるようにする。

　ア　［Ｄ］

　イ　［Ｄ］

　※ Ａ＝学習のテーマ

　　 Ｂ＝学習の仕方

　　 Ｃ＝考えさせること

　　 Ｄ＝調べる具体的な対象

【現行】

1

2

大改訂！ ･･･ それとも？

『資質・能力』を前面に打ち出す
新しい目標・内容の示し方

4         社会科 NAVI 2017   vol.16 



	 	

　これを見ると一目瞭然だが，現行では，問題解

決的な学習を通して，「何を，どのように調べ，何

を考えさせるのか」が明記されている。一方，新

学習指導要領では，「どのような知識や技能，思考

力，判断力，表現力等を子どもに身に付けていく

ようにするのか」が示されているのである。

●新しい学習指導要領は，ここに着目！

　新学習指導要領には，その示し方として，現行

の弱点を補う意図で，次の２つの配慮が施されて

いる。
● 問題解決的な学習のプロセスにおいて，子ども　　　　

　が「何に着目して，どのような事実（情報）を捉え，

　どのように考えるのか」が具体的に示されてい

　ること
● そうした問題の追究・解決の結果，何が理解で　　

　きればよいのか（概念的な知識）が明示されて　

地域に見られる生産や販売の仕事について，学習

の問題を追究・解決する活動を通して，次の事項

を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

　 ア 生産の仕事は，地域の人々の生活と密接に

	 関わりをもって行われていることを理解する

	 こと。 

​　 イ  販売の仕事は，消費者の多様な願いを踏ま	

	 え売り上げを高めるよう，工夫して行われ	

	 ていることを理解すること。

　 ウ 見学・調査したり地図などの資料で調べた	

	 りして，白地図などにまとめること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に 

　  付けること。

	 ア仕事の種類や産地の分布，仕事の工程な　　　　​ 

		  どに着目して，生産に携わっている人々の​ 

		  仕事の様子を捉え，地域の人々の生活との 

		  関連を考え，表現すること。

　 イ 消費者の願い，販売の工夫，他地域や外国 

	 との関わりなどに着目して，販売に携わっ 

	 ている人々の様子を捉え，それらの仕事に 

	 見られる工夫を考え，表現すること。

地域の人々の生産や販売について，次のことを見

学したり調査したりして調べ，それらの仕事に携

わっている人々の工夫を考えるようにする。

ア 地域には生産や販売に関する仕事があり，そ 

　 れらは自分たちの生活を支えていること。

イ 地域の人々の生産や販売に見られる仕事の特 

	 色及び国内の他地域などとのかかわり

【新】

［Ａ］について，学習の問題を追究・解決する活

動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。

ア 次のような知識や技能を身に付けること。

　	ア  ［Ｂ］を理解すること。

　	イ  ［Ｃ］などで調べて，［Ｄ］などにまとめる 

　　　こと。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に

　 付けること。

　	ア［Ｘ，Ｙ，Ｚ］などに着目して，［Ｅ］を捉え， 

		  ［Ｆ］を考え，表現すること。

　　	 ※Ａ＝学習のテーマ

　　　      Ｂ＝知識（理解させたい事柄）

　　　	 Ｃ＝調べる技能

　　　	 Ｄ＝調べたことのまとめ方の技能

　　　	 Ｅ＝調べる活動を通して捉えさせたい

	 　　事実（考えるもとになる情報）

	 Ｆ＝考えさせること

	 Ｘ，Ｙ，Ｚ＝調べる視点（着眼点）

【新】

【現行】

　いること

　以下，具体例に基づいて，現行との違いを比べ

てみたい。ここでは，内容から見て変更点が少ない，

第３学年の内容（２）「地域に見られる生産や販売

の仕事」を取り上げる。

（注）波線は著者
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　例えば，新学習指導要領の第４学年の内容（３）

「自然災害から人々を守る活動」では，その思考力，

判断力，表現力等に関する内容として，「過去に発

生した地域の自然災害，関係機関の協力などに着

目して，災害から人々を守る活動を捉え，その働

きを考え，表現すること」としている。

　この学習を展開する際，「自分たちの住む県では，

いつごろ，どこで，どのような自然災害が起きて

いるのか」「そうした自然災害に対して，だれが，

どのような対策を行ってきたのか」という問いを

立て，聞き取り調査したり資料で調べたりする。

この前者が，位置や空間的な広がり，時期や時間

の経過に着目して社会的事象を捉えることであり，

後者が，事象や人々の相互関係などに着目して捉

えることである。

　こうした学習は，従前から行われていたもので

あるが，その視点が学習指導要領に具体的に示さ

れたところに，この度の改訂の大きな特色がある

と言える。この「社会的事象の見方・考え方」を，

どのような「問い」と「資料」で具現化するのか

が，これからの社会科授業づくりの鍵となるので

ある。

　新学習指導要領では，内容ごとに社会的事象等

を見たり考えたりする際の視点や方法が示されて

いることについて既に述べた。

　実は，このことが，この度の改訂の大きな目玉

の１つとなっている。

　すなわち，問題解決的な学習のプロセスにおい

て，社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究・

解決する。その活動を通して，３つの資質・能力

（「知識，技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学

びに向かう力，人間性等」）を育成する。これがこ

の度の社会科改善の鍵を握っているのである。

　この「社会的な見方・考え方」については，小・

中・高等学校社会系教科を包含した際に使われて

いる用語である。その意味は，課題（小学校では

「問題」）を追究したり解決したりする活動におい

て，社会的事象等の意味や意義，特色や相互の関

連を考察したり，社会に見られる課題を把握して，

その解決に向けて構想したりする際の視点や方法

であると説明されている。

　小学校の学習指導要領では，同じ文脈でこの言

葉を用いる際，「社会的事象の見方・考え方」とい

う固有の表現が使われており，次の意味が付与さ

れている。

社会的事象を，位置や空間的な広がり，時

期や時間の経過，事象や人々の相互関係な

どに着目して捉え，比較・分類したり総合

したり，地域の人々や国民の生活と関連付

けたりすること

　新学習指導要領では，生産の仕事と販売の仕事

について，問題の追究・解決のプロセスを次の２

つに書き分けて示している。
● 「生産」：仕事の種類や産地の分布，仕事の工程　

　などに着目して調べ，そこで捉えた事実（情報）

　をもとに地域の人々の生活との関連を考え，表

　現する
● 「販売」：消費者の願い，販売の工夫，他地域や

　外国との関わりなどに着目して調べ，そこで捉

　えた事実（情報）をもとに，それらの仕事に見

　られる工夫を考え，表現する

　さらに，そうした問題の追究・解決の結果とし

て求める理解についても前頁の波線部（         ）の通

り，生産と販売を書き分けている。

　このように，新学習指導要領では，学習のテー

マ（例えば，地域に見られる販売の仕事）に関わ

る学習問題を追究・解決する過程において，社会

的事象等を見たり考えたりする際の視点や方法（何

に着目して調べ，どのように考えるのか）と，そ

の帰結として求めるゴールの姿（理解内容）が明

示されているところに，大きな特徴がある。

3 社会的事象の見方・
考え方とは
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安野 功（やすの いさお）

専門分野／教科教育学（社会）・教育方法学
主要著書／「社会科の新しい使命」（日本
文教出版）など多数
小学校教諭を経て 2000 年から文部科学省
入省。教科調査官として学習指導要領の改
訂に携わる。『小学社会』代表監修者。

●

　本稿で取り上げた新学習指導要領の改善点や特

色を踏まえ，これからの授業づくりのポイントに

ついて述べていきたい。

●見方・考え方を働かせ，主体的・対話的で
　深い学びの実現を図ること

　新学習指導要領では，各学校が指導計画を作成

する際に，主体的・対話的で深い学びの実現を目

指して，問題解決的な学習の充実を図ることを求

めている。

　そもそも社会科は，“social　studies” の日本語

訳であり，“ 学習の主体である子どもが自ら問いを

見出し，共に学び合う仲間と対話するなどの社会

的な関係を通して探究し合う ” 教科である。この

社会科本来の学び，すなわち子どもたちによる協

働の問題解決を大切にすることが，「主体的・対話

的な学び」には必要不可欠である。

　実際の授業においては，これまでと同様に，子

ども一人ひとりが学習の対象に興味・関心や問題

意識をもつこと，その上で自ら問いを見出し，予

想や学習計画，追究の方法などを考え，吟味し合

うことなどの学習を工夫して，問題解決の見通し

をもつようにすることが大切である。

　また，「深い学び」の実現を目指し，問題追究の

過程で，位置や空間的な広がり，時期や時間の経過，

事象や人々の相互関係に着目し，捉えた事実（情

報）を比較・分類し特色を考えたり，相互の関連，

意味などを考えたりするなど，『社会的事象の見方・

考え方を働かせて問題を追究・解決する学習』に

力を入れる必要がある。

　加えて，自らの学びを振り返り，学んだことの

意味を問い直したり新たな問いを見出したりして，

学習したことを実社会・実生活に生かすようにす

ることが大切である。

　なお，対話的な学びについては，これまでと同

様に，問題の追究・解決の過程で子どもたち同士

の話合いなどの活動を充実させることが必須であ

る。これに加えて，実社会を支えている人々が協

働して社会に見られる課題に立ち向かっている姿

を授業で意図的に取り上げそれを調べたり，その

人と対話したりする学習にも力を入れていきたい。

●社会に見られる課題を把握し，
　選択・判断する学習の創造

　この度の改訂では，そうした社会科本来の学び

に加え，さらに「深い学び」として，社会に見ら

れる課題を把握しその解決に向けて，社会におけ

る生活の仕方や行動，今後社会が向かうべき方向

性などについて考えたり選択・判断したりする学

習（『社会に見られる課題を把握し，選択・判断す

る学習』）が新たに求められている。よりよい社会

の形成者（主権者）に求められる資質・能力を育

成するためである。

　そうした学習においては，個々の子どもが自ら

選択・判断したことを根拠や理由を明確にして論

理的に説明したり他者と議論したりするなどの言

語活動をこれまで以上に大切にしたい。

　なお，新学習指導要領では，選択・判断の学習

について，一定程度の歯止めをかける意図で，必

ず行うべき内容を限定し，そこで扱う課題や解決

の方向性等を明示している。社会科の時数には限

りがあるからである。

　結びに，本稿では，紙幅の都合で，各学年の内

容に関わる改善事項に触れることができなかった。

またの機会に譲りたい。

4
“主体的・対話的で深い学び”
の実現を目指す問題解決的な
学習の充実
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　新学習指導要領では，いわゆる中項目ごとに「知

識及び技能を身に付けること」として学習内容が

示され，さらに「次のような思考力，判断力，表

現力等を身に付けること」が示され，知識・技能

と思考力を関連させることが明記されている。従

来の学習指導要領では学習内容が示され，思考力

は重要だとされながらも，目標で示されるだけで，

具体的に内容と関わらせていたわけではない。し

たがって，思考力を意識しながら学習内容を教え

る，あるいは学習することがあまりなかった。新

学習指導要領では，思考力の育成を意識させて，

学習内容に取り組むことがもとめられている。

　地理的な見方・考え方は，国際地理学連合（IGU）

地理教育部会（CGE）が公表した地理教育国際憲

章の地理学の５大概念に基づいている。すなわち，

①位置（の規則性）・分布（パターン）（分布パター

ンとすることにより，空間的な傾向性，つまり一

般的共通性を追究することになる），②場所（そ

の場所の自然や人文的特性）（①との関連からみる

と，地方的特殊性の追究），③地人相関（自然と人

間生活の関連性），④空間的相互依存作用（地域間

の結びつき－貿易・交通），⑤地域（空間的に意義

　中学校社会科の地理的分野の改訂のポイントは，

大きくは 2 つに整理される。第１は，思考力と知

識・技能を明確に関連させたことである。これに

ついては，社会科に限らず全教科で共通している

ことであるが，社会科地理的分野では，思考力を

社会的な見方・考え方の中で，さらに地理的な見方・

考え方としている。この地理的な見方・考え方と

知識・技能を関連させた学習指導要領となってい

る。

　第２は，学習時間短縮による内容の整理と ESD，

防災の重視である。新学習指導要領の地理的分野

の配当時間は，現行の120 時間から５時間短縮さ

れた 115 時間となっている。しかし，内容の量，

質ともおとさないということから，現行では重複

していたような内容を見直し，項目などを整理し

ている。また，ESD（持続可能な社会），防災が強

調されており，学習内容にも反映されていること

である。ESD および防災は，中学校地理的分野の

みならず，高等学校で必履修化される「地理総合」

でも重視され，小学校，中学校，高等学校の地理

的内容，地理的分野，地理総合で一貫された学習

内容となり，ESD や防災が小学校から高等学校ま

での地理に期待されている役割であ

るということができる。

　こうした２つの大きな改訂のポイ

ントは，社会科の目標である見方・

考え方を働かせた課題への追究，解

決への活動，および国際社会に主体

的に生きる望ましい人間像へとつな

がっていく。

●筑波大学教授  井田 仁康

新学習指導要領の改訂のポイント

中学校社会科
地理的分野編

▲ 図 1　地理的な見方・考え方と学習内容

1 2改訂の大きなポイントは？ 地理的な見方・考え方と
知識・技能

地理的な見方・
考え方

観点（働かせ）

位置・分布

場所

地人相関

空間的相互依存作用

地域

地理的な見方・
考え方

位置・分布

場所

地人相関

空間的相互依存作用

地域

観点の深化

学習内容

内　容

地域構成
世界の生活と環境
世界地誌
地域調査
系統地理・地域区分
日本地誌
地域の在り方
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井田 仁康（いだ よしやす）

専門分野／社会科教育学，地理教育
主要著書／『社会科教育と地域』（NSK 出版，
2005 年），『究極の中学校社会科－地理編
－』（編著，日本文教出版，2013 年），『教
科教育における ESD の実践と課題～地理・
歴史・公民・社会科～』（編著，古今書院，
2017 年）など

●

　新学習指導要領では，重複する内容を減らすこと

で，時間数が削減されても量，質をおとさない項目

立てとなっている。大項目として「世界と日本の地

域構成」「世界の様々な地域」「日本の様々な地域」

があげられている。「世界と日本の地域構成」をひ

とつにまとめて，地理的分野のはじめに日本，世界

を大観し，基礎的な知識・技能を学ぶ。「世界の様々

な地域」では，世界各地の人々の生活と環境を学び，

世界に関して学ぼうとする意欲を高めさせる。さら

には，主題的（追究すべき学習課題）に世界を州に

分けて学習し，学習課題の解決を図る。

　「日本の様々な地域」では，まず地域調査が位置

づき，地域調査をすることで地域の理解，課題の発

見などがなされ，それが日本全体ではどうなのか，

日本の諸地域ではどのように課題が認識され，他の

事象と関わってどのような影響があり，どのように

解決が図られようとしているのかといった一連の学

習内容が組めるような配列となっている。ただし，

地域調査は，学校の状況などにあわせて，カリキュ

ラムのどこに置くかは，裁量に任されているので，

　今後の課題としては，小学校から高等学校まで

社会科，社会科地理的分野，高等学校地理総合で，

ESD，防災が扱われる。小学校から高等学校まで

共通して扱われる学習では，それぞれの校種で，

どのようにスキルアップしていくのかを現場でも

配慮しないと，子どもたちはあきてくる。表１で

スキルアップのモデルを示したが，中学校の先生

は，小学校の学習内容と高校の学習内容もある程

度理解して，中学校の学習を考えていくことにな

ろう。

のある範囲）（時間的に自然，経済，文化などによ

り，その範囲は変化する）である。地理的な見方・

考え方は，換言すれば，どのような面からみれば，

地理としての考察ができるかといった，いわば観

点である。つまり，このような観点で学習内容を

分析することにより，地理的な思考が育成でき，

社会的事象を見る場合の多面的，多角的な観点に

貢献できるということになる。なお，欧米や一部

のアジア諸国では，思考力が重視され，思考する

にあたってのふさわしい学習内容という観点から

学習内容が規定される。そうしたことも踏まえ，

グローバルな考察，国際的な思考を養うためにも，

思考力と知識・技能を関連させて学習することが，

将来の国際的社会を築く子どもに必要な資質とな

るであろう。なお，地理的な見方・考え方と新学

習指導要領の項目との関係を図 1 のように示す。

地域調査の位置づけを変えることは可能である。

　なお，中項目である「日本の地域的特色と地域

区分」では，系統地理的な見方を育成するとともに，

次の中項目である「日本の諸地域」の中核となる

事象を学習し，「日本の諸地域」のいわゆる動態地

誌的学習の導入ともなっている。また，自然環境

の項目では，防災を強く意識した内容となってい

る。「日本の諸地域」は，地誌学習の基礎と位置づ

けることができる。さらに，「地域の在り方」が項

目として新設され，日本の諸地域を学習した成果

から，ESD の概念をとおして，将来の持続可能な

社会へと目を向けさせ，現代社会の理解にとどま

らない，学習の成果を踏まえた将来の社会を構想

する力を育成しようとする。

▲ 表１　校種ごとの ESDと防災の学習内容のモデル

地理，歴史，公民の内容を踏まえ，
さらに地域調査などで多角的，多
面的に現実をみすえた社会づくり

地誌，系統地理を踏
まえた現実的な社会
づくり

夢物語的な社会

世界各地の災害を踏まえての防
災地図の読み取り，様々な条件
を考慮した防災地図の作成

日本各地の災害を
踏まえての防災地図
の読み取り，作成

身近な地域での
防災に対しての
自覚

校種 小学校 中学校 高校

ESD

防災

3
4

学習内容の整理と
ESD，防災の重視

今後の課題
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　中学校歴史的分野の場合，アの知識の面で目指

すところは，現行の目標と変わらず「歴史の大き

な流れを」「各時代の特色を踏まえて理解する」こ

とです。

　ただし，各時代の特色とは，その時代に関する

あれこれの出来事を余さず教えさえすればやがて

その総体としてつかめてくる，というものではあ

りません。むしろ，散漫な全体情報でなく，捉え

させたい時代の特色に深く関わる事象，焦点化さ

れた代表的な事象を，指導者が厳しく選定する必

要があるのです。そしてそれを，深い学びを通し

て十分に理解させることです。

　下の図は，歴史的分野の学習内容が，その中核

目標「我が国の歴史の大きな流れ」に向けて収斂

していく姿を表したものです。実は，似た図が平

成 20 年の社会科解説でも示されていました。それ

との違いは，図の最下段「焦
●

点
●

化
●

さ
●

れ
●

た
●

事象」です。

「焦点化された」とは，「近世の特色」の場合なら，

その基本要素の一つである「幕府と藩による支配

　もし仮に，生徒や保護者から「先生の社会科の

授業を受けたらどのような力が身に付くのです

か？」とたずねられたとしたら，私たちはこれに

自信をもって明快に答えることができるでしょう

か。

　今次の学習指導要領改訂の眼目は，まさにこの

点にあります。旧来のように教科書等に書かれた

内容を順に説明していくのでは，学習指導はその

使命を全うしません。各教科等で育成を目指す「資

質・能力」が何であるのかを指導者自身が明確に

認識し，その育成のためにこそ学習内容の選定や

学習方法，学習評価の工夫を行う，つまりその育

ちを実質において保証する必要があるのです。し

たがって，授業の進め方が “ 活動的 ” であるかどう

かという外見上の話は，事の本義ではありません。

　新学習指導要領では，全教科等共通に，身に付

けるべき次のア・イの資質・能力が，中項目ごと

に連記されています。

　ア   知識・技能の面
　イ   思考・判断・表現の面
　よく社会科関係者の口から，授業中はアの学習

内容の伝達に手一杯で，イの思考や表現の活動を

する時間などとれない，という言葉を耳にします。

でも，本当にそうでしょうか。

　今次改訂では，思考や表現などを含む「深い学び」

を経てこそ本当の意味での理解が図られ，これこ

そが転移・応用の効く基礎・基本たる知識となる

ことが強調されています。私たちは，目指す力の

育成に向けて，思考等を通して本質的な理解を図

るよう，授業を設計すべきなのです。

●群馬大学准教授  中尾 敏朗

新学習指導要領の改訂のポイント

中学校社会科
歴史的分野編

1 2新学習指導要領の
基本的な考え方

授
業
展
開
の
過
程

授
業
構
成
の
過
程

我が国の歴史の大きな流れ

近代の特色現代の特色

（エ）
幕府の政治の

展開

（ウ）
産業の発達と
町人文化

（イ）
江戸幕府の成立と対外関係

江戸幕府の成立と
大名統制を基に

江戸幕府の対外政策と
対外関係を基に

焦点化
された事象

焦点化
された事象

焦点化
された事象

（ア）
世界の動きと
統一事業

古代の特色中世の特色

身分制と農村の
様子を基に

幕府と藩による支配が
確立したことを理解する

近世の特色

統一政権の諸政策の目的に着目して，事象を相互に関係付ける
などして近世社会の変化の様子を考察し表現する

近世の日本を大観して，時代の特色を考察し表現する

各時代の特色に関わる
焦点化された学習内容の選定
ーア 知識の面ー
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中尾 敏朗（なかお としろう）

専門分野／社会科教育，歴史教育
主要著書／編著書に『歴史学習「観点別評
価」ワーク』（明治図書，2014 年），『学力
を伸ばす日本史授業デザイン―思考力・判
断力・表現力の育て方』（明治図書，2011 年）
など

●

　実際の授業ではどのような学習展開が想定され

るのか，上図にある近世の例で見てみましょう。

　「全国が統一されたから」で間違いではないので

すが，もう一歩深めて，その内実が何であるのか

をつかませる学習が考えられます。そのために，

例えば主だった大名の石高比べをしてみましょう。

特に，これを時間的な推移の中で見ると，関ヶ原

合戦の前には豊臣，徳川，上杉，毛利など 100 万

石超の大名家が複数並び立っていたのが，関ヶ原

後には徳川家の一極集中・寡頭体制に移ったこと

がつかめてきます。加賀 110 万石の前田家を最大

とする大名たちは，700 万石にもなる強大な徳川

勢力に，もはや刃向かうことはしなくなったとい

うことが得心されることでしょう。

　例えば，田沼意次の政治と松平定信の政治を比

較する学習から始めましょう。ただし，その差異

を論じるだけでなく，共通するねらいを考えるの

です。それが，苦しかった幕府財政の回復だとつ

かめてきたら，次には，これを享保改革や天保改革，

さらに幕末の藩政改革などにも当てはめて見てみ

ましょう。これによって，武家による政治に一貫

した課題と，そこで行われた施策の特徴を大きく

捉えることができます。

「江戸時代になるとなぜ大名どうしの
戦いが行われなくなったのだろう？」

「度々の幕府の政治改革は，共通して
何を目指したのだろう？」

　イの思考・判断・表現に関わる歴史的分野の目

標は，次の文言で示されています。

　「歴史に関わる事象の意味や意義，伝統と文化

の特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の

関連や現在とのつながりに着目して多面的・多角

的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し複

数の立場や意見などを踏まえて公正に選択・判断

したりする力，思考・判断したことを説明したり，

それらを基に議論したりする力を養う。」

　これまでの目標の示し方に比べて，歴史に関わ

る何
●

を
●

，歴史ならではの何
●

に
●

着
●

目
●

して，歴史をど
●

の
●

よ
●

う
●

な
●

手
●

立
●

て
●

で考えるのかがはっきりと示され

ているのが特徴です。表現についても，説明する

力と議論する力に分けて具体的に示されています。

このように，歴史を考察する際の着目の視点や思

考の方法＝「歴史的な見方や考え方」を明らかにし，

各学習場面でそれを意識して働かせ続けることで，

思考・判断・表現の力を育てていこうとしている

のです。

　上述の知識の面とあわせると，時代の特色の把

握に向けて焦点化された代表的な事象を選び出し

て適切な問いを設け，これを歴史的な見方や考え

方を働かせて考察する学習が求められます。これ

によって，歴史は網羅的な暗記の対象でなく社会

の営みを考える学びとなり，また考えることを通

してその時代の状況がより深く理解でき，確かな

知識として定着することになるのです。

が確立したこと」を理解するために最も効果的だ

と考えられる選ばれた内容，という意味です。

　平成 20 年版学習指導要領でも，歴史的分野の

旗印として「学習の構造化と焦点化」が説かれて

いました。今次の改訂ではそれをなお確実におし

進めて，生徒たちが歴史の大きな流れをつかむた

めの，選び抜かれた代表的な事象を取り上げて教

材を形づくることが求められるのです。  例 1 

 例２ 

4

3

時代の特色の把握に向けて
焦点化された代表的な事象を
考察する学習の事例

「歴史的な見方・考え方」を
働かせた考察や構想
ーイ 思考・判断・表現の面ー
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　編集部から筆者に依頼されたのは，中学校社会

科公民的分野について，新しい学習指導要領では，

何がどう変わったのかを説明することである。本

稿では，前述の要請に応えるために以下の手順で，

その内容を説明していきたい。

● 重要ポイント
● 変更点：全体構成の視点から
● 変更点：大項目毎の内容構成から
　なお，中学校社会科公民的分野については，平

成 20 年版の学習指導要領（前回の改訂と略す場

合がある）における「改革」を更に維持・発展さ

せることが，今回の学習指導要領の改訂の趣旨に

沿うものだと考えられており，後でも述べるが，「全

体構成」については，枠組みの大きな修正は行わ

れず，主権者教育の充実等といった様々な社会的

要請に対応した形で，「大項目毎の内容構成」が加

筆されている。

（1）基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得
　前回の改訂では，学校教育法 30 条 2 項に基づい

て「基礎的・基本的な知識及び技能を習得し，そ

れらの活用」が重視された。今回の学習指導要領

の改訂でも，その考え方は基本的に踏襲されてい

る。ただ，今回の改訂では，より一層「理解して

いることをどう使うか」が重視されているといっ

た点に注目したい。「単に理解している」だけでは

なく，現代社会のためにどう「使うか」，そして，

「使う」ことで更にその知識を確実に習得する，と

●福井大学教授  橋本 康弘

新学習指導要領の改訂のポイント

中学校社会科
公民的分野編

課題を追究したり解決したりする活動において，
社会的事象等の意味や意義，特色や相互の関連を
考察したり，社会に見られる課題を把握して，そ
の解決に向けて構想したりする際の視点や方法

いった学習が想定されている。前回の改訂におい

て，公民的分野では，「習得」と「活用」を「切り

離し」て整理していたが，　今後は，「活用」しな

がら「習得」する授業場面も求められるだろう。

（2）「社会的な見方・考え方」を働かせた
　　 思考力・判断力・表現力等の育成
　学習指導要領の改訂に当たって，中央教育審議

会の社会科関連部会では，これまで学習指導要領

上，曖昧になっていた言葉の定義が進められた。「思

考力」「判断力」「表現力」もそうだが，従前社会

科教育で重視された「社会的な見方・考え方」に

ついても同様である。今回の改訂では，「社会的な

見方・考え方」を前面に押し出し，資質・能力の

育成全体に関わるものとして整理された。そして，

以下のように定義された。

　公民的分野で学ぶ「見方・考え方」を「現代社

会の見方・考え方」として整理し，「社会的事象を，

政治，法，経済などに関わる多様な視点（概念や

理論など）に着目して捉え，よりよい社会の構築

に向けて，課題解決のための選択・判断に資する

概念や理論などと関連付け」て働かせる際の「視

点や方法」としてまとめている。つまり，「社会的

事象を捉える視点や方法」といった側面と，「より

よい社会の構築に向けて課題の解決のために選択・

判断するための視点や方法」の側面があり，この

両側面を活用するためには，公民的分野において，

概念や理論などを関連づける必要がある，という

ことだ。これまで公民的分野では，「現代社会の見

方や考え方の基礎」「政治や経済についての見方や

考え方」を取り上げていた。それらは，社会を捉え，

1
はじめに
ー中学校社会科公民的分野は
何がどう変わったのか？

2 重要ポイント
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橋本 康弘（はしもと やすひろ）

専門分野／社会科教育学，公民教育，法教育
主要著書／いずれも編著『中学公民 生徒が夢
中になる！ アクティブ・ラーニング＆導入ネタ
80』（明治図書, 2016 年），『教室が白熱する ”
身近な問題の法学習 ”15 選』（明治図書 ,2009
年）『中学社会をよりよく理解する。』（日本文
教出版 , 2008 年）他多数

●

　前述のような重要ポイントを踏まえ，また，社

会的要請を踏まえ，公民的分野では，主権者教育

や防災教育に関して改善・充実を図ることになっ

た。そのことを踏まえると，以下のような内容が

充実されると推測できる。

（1）主権者教育の改善・充実
　学習指導要領自体は，そう大きく変わっていな

いが，主権者教育の重要性を鑑み，政治に参加す

る自覚を高める教育が一層求められるだろう。

（2）防災教育の改善・充実
　「情報化」について，「災害時における防災情報

の発信・活用」の項目が付け加わった（大項目 A

（1））。ここで「防災教育」と公民的分野を関連付

けることになるだろう。

（3）その他
　「個人や企業の経済的活動における役割と責任」

「起業」「労働保護立法」（以上，大項目 B（1））「少

子高齢社会における社会保障の充実・安定化」（大

項目 B（2））「国際連合における持続可能な開発の

ための取組」（大項目 D（1））など。

　前述のような重要ポイントを踏まえ，公民的分

野では，「現代社会の見方・考え方」の学習を充実

させるべく，全体構成は、次のような図のように

変更された。

　前回の改訂では，「現代社会の見方や考え方の基

礎」として，「対立と合意，効率と公正」などが大

項目（1）で習得された後で，（2）以降で活用するこ

ととしていた。今回の改訂では，「対立と合意，効

率と公正」が「現代社会を捉える枠組み」として

位置づけられ，大項目（2）以降の学習でこれらを

「働かせる」学習を想定している（前回の改訂と同

様）。また，今回の改訂では，各内容項目毎の「見

方・考え方」として「分業と交換，希少性」など（経

済），「個人の尊重と法の支配，民主主義」など（政

治），「協調，持続可能性」など（国際）を位置づけ，

「見方・考え方」の学習を充実させた。

読み解くときの概念的枠組みとして整理できるも

のであったが，今回の改訂では，先述したように，

「使う」ことを重視しており，公民的分野では，課

題の解決のために「使う道具」としての位置づけ

が一層明確になった。

（3）主権者教育を中心にした社会参画意識の
　　醸成
　公職選挙法の改正に伴い，選挙権年齢が満20歳

から満18歳に引き下げられた。このことから，よ

り一層主体的に政治に参画していく自覚を深める

教育が求められている。公民的分野はその「中心」

を占める分野として一層その充実が求められる。

　これまでも重視されてきた概念や理論が「特出

し」され，「見方・考え方」の一部を構成すること

になったことで、それらの学習を丁寧に行う必要

が出ている他，「起業」など，新しい内容が加わっ

ている。「主体的で対話的な深い学び」も重要だ。

ただし，従前通り，100 時間で授業を行わなけれ

ばならない。カリキュラムベースでメリハリを付

けた教育を行いたい。

4 変更点：
大項目毎の内容構成から

3 変更点：
全体構成の視点から

5 おわりに

新学習指導要領における公民的分野の全体構造
習得・活用 探究

私たちと
現代社会

A D
（2）よりよい社会を

目指して

私たちと経済
B

分業と交換，希少性など

個人の尊重と法の支配，
民主主義など

C
私たちと政治

私たちと
国際社会の諸課題

D

協調，持続可能性など

（1）世界平和と人類の
福祉の増大

現代社会を
捉える枠組み：
対立と合意，
効率と公正など

地理的
分野

筆者作成

歴史的
分野
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授業力アップをめざす先生のための

　前号に引き続き，安野流の教科書活用法を紹介しま

す。今回は，教師の効果的な教科書活用法（教科書の読

み解き方）がテーマです。ポイントは三つあります。

　一つ目は，社会科の教科書が「問い」と「資料・本

文」，それ以外の「いろいろなコーナー（学び方・調べ

方コーナー，キーワード，考えるヒント等）」で構成さ

れているという紙面づくりの約束をおさえることです。

　二つ目は，「問い」（見開き２ページ左の子どもの

「？」）に着目し，単元全体を通して子どもに期待する

問題意識の流れ（問題解決のストーリー）を想い描くこ

とです。これを行うことで，単元レベルの指導計画の大

まかな流れがイメージできるのです。

　例えば，第５学年小単元「自然災害から人々を守る」

では，次のような「問い」の流れで，子どもが問題を追

究・解決していきます。

　「日本では，どんな自然災害がおこっているのだろ

う？」⇨（日本の国土では，いつでも，どこでも，だれ

でも，自然災害の被害にあうかもしれない！）⇨「な

ぜ，日本では自然災害が多いのだろう？」⇨（気候や地

形が関係しているのか！）⇨（中略）⇨「自然災害から

命を守るために，わたしたちに何ができるのだろう？」

　三つ目は，見開き２ページの紙面を以下の手順で分析

し，１時間の授業の流れと資料提示や発問等を考え，子

どもの多様な反応に備えることです。

　ア 本文を一度，通読する。⇨イ 資料に通し番号をつ

ける。⇨ウ 本文中で，資料から子どもに見つけさせた

い事実，それらをもとに考えさせたいことが書かれた言

葉・文章をマーカーで引く。⇨エ マーカーを引いた言

葉・文章と関係する資料の番号をその下に記入し，本文

と資料を線で結ぶ。⇨オ 導入で本時の「？」を引き出

す資料，山場の話し合いで使う資料をどれにするかを考

え，提示の仕方，発問などを考える。⇨カ 資料を組み

込んだ板書のイメージをノートにメモする。

　次号で教科書分析の オとカ を詳しく紹介します。

●國學院大學教授   安野 功

教科書を
●

教える？  それとも教科書で
●

教える？
～本当の教科書活用法 その 2 ～

小学校編

●❷

●❶ ●❸

●❷

●❸ ●❹❶

❹

教科書を活用し，単元を通した

問題解決のストーリーと１時間の

授業イメージを豊かに想い描こう！

ア 本文を一度，
　 通読する。

イ 資料に通し番号　 
　 をつける。

ウ 本文中で，資料か
　ら子どもに見つけ
　させたい事実（赤　
　色のマーカー），そ
　 れらをもとに考え
　させたいことが書
　かれた言葉・文章
　 （黄色のマーカー）
　をマーカーで引く。

エ マーカーを引いた言葉・文章と関係
　 する資料の番号をその下に記入し，
　 本文と資料を線で結ぶ。

写真提供：朝日新聞社，共同通信社
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●主体的・対話的で深い学び
　2020 年より小学校から順次施行される学習指導要

領が告示されました。（高校用はこの秋に出される予

定です。）社会科では，従来，公民的分野の現代社会

をとらえる見方や考え方として「対立」と「合意」，

「効率」と「公正」が示されていましたが，今回は小

中を通じて全ての分野で社会の見方・考え方の育成が

強調されています。

　今回，2014年の中央教育審議会（以下，中教審）

への諮問文にあった「アクティブ・ラーニング」の文

言はなく，「主体的・対話的で深い学び」という表現

になっています。この間，何があったのでしょうか。

　毎週，小中高の現場に足を運んでいる私が感じたの

は，「アクティブ・ラーニング」という言葉が独り歩

きして，「とにかくグループ活動を入れた授業をした

らいいんだ」という雰囲気が強かったように思います。

理念のないグループ学習は，「生徒が無駄話をする」「進

度が遅れる」といった課題も露呈していました。そこ

で，グループ学習とは何か，学び合いとは何か，につ

いて考えてみましょう。

●グループ学習のめざすもの
　我が国では，すでに「大正自由主義教育」の時代に

小グループの活動が見られました。第二次大戦の敗戦

後にも集団主義教育の立場から，「班競争」を核とす

る小集団の学習が盛んでした。戦前・戦後と長期にわ

たり国語教育の実践者であった大村はまは，次のよう

に述べています。［橋本暢夫『「大村はま国語教室」の

創造性』（2009年 , 渓水社）より］

　協同的学び（協働学習，協同学習，学び合い）では，

小集団学習を個人作業の協同化ととらえています。

［佐藤学『学校を改革する』より］

　教え合いでは，良くわかっている生徒が課題を抱え

る生徒に一方的に教える関係になりがちです。そこで，

すべての生徒を主体的・能動的な学び手に育てるには，

学びに行き詰まった生徒自らが「わからないから教え

て」という言葉を発することが必要です。聞かれた生

徒は，単に答えを教えるのではなく，考え方や解き方

を誠心誠意答えます。高い課題にチャレンジする時に

つぶやきが生まれ，互いの考えを交流するようになり，

学び合いが生まれます。継続的・組織的な取り組みが，

生徒に学びの作法を身につけさせ，対話的な深い学び

を引き出します。

学び合いの社会科授業とは?
●大阪教育大学・大阪成蹊大学・武庫川女子大学非常勤講師   丹松 美代志

中学校編

■自分の話を相手の人にわかってもらうというこ 

　と，それから人の話を自分がわかるということ 

　などでも…グループでないとできないと思い 

　ます。

■一斉学習，グループ学習をしていても，それは 

　個人を伸ばすためにあるのであって，個人が伸 

　びなければ，社会は進んでいかないといえます。

教え合い

Bさん
● 一方的関係
● 他者を信頼できない
　子どもをつくる

学び合い

● 互恵的関係
● 他者を信頼し援助を
　求める力を育てる

教える 質問
考えて
回答

Aさん

Bさん

Aさん
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ワールドシネマワールドシネマ

み ん

 ぱく vol.16 ワールドシネマ・スタディーズのすすめ
●国立民族学博物館准教授  鈴木 紀

　本書は序文以下７章から成る。各
章のタイトルは「みんぱくワールド
シネマ」の各年のテーマに対応してい
る。収録した映画のキーワードは社
会的包摂である。これは社会的に排
除されがちな少数派の人々と多数派
の人々が対等な関係を築くことを意
味する。より具体的なキーワードは，
移住・家族・支援の３つになるだろう。
全ての映画がこのどれかに関連して
いるし，中にはこのうちの２つ，あ
るいは３つすべての要素を持つ映画
もある。
　たとえば，移住と家族を扱った映
画として「イロイロ　ぬくもりの記
憶」（第７章掲載，当連載第11回で
紹介）がある。この映画は，シンガポー
ルでメイドとして働くフィリピン人
女性テレサと，彼女が住み込むシン
ガポール人家族との交流を描いてい
る。特に一人っ子の小学生ジャールー
の心の成長が見ものだ。彼は，日頃
の寂しさからテレサにも心を開かな
かった。しかしテレサが我が子をフィ
リピンに残してきたことを知り，自
分の孤独と同じものを彼女が抱えて
いることを感じて，テレサを慕い始
める。こうした家庭のシーンから世
界の動きを感じることもできる。フィ
リピンの地方出身で，家族を養うた
めに外国に移住せざるを得ないテレ
サと，メイドを雇って共稼ぎをする
シンガポール人家族の間に世界的に
拡大する経済格差を見ることができ
るだろう。

『 ワールドシネマ・
スタディーズ 』の概要

　「みんぱくワールドシネマ」は，みん
ぱく（国立民族学博物館）が開催する映
画会の名称である。みんぱくの機関研究

「包摂と自律の人間学」と連携し，＜映像
に描かれた「包摂と自律」＞をテーマに
映画を上映してきた。
　昨年『ワールドシネマ・スタディーズ：
世界の「いま」を映画から考えよう』が
勉誠出版より出版された。同書は，平
成 21年度から 27年度までの７年間に

「みんぱくワールドシネマ」で上映した
33 本と，ヨーロッパおよび南アジア展
示場のリニューアルイベントとして上映
した６本の計39本の映画の内容と見所
をまとめたものである。本稿ではこの本
の概要を紹介したい。

▲ 映画「ヒア・アンド・ゼア」の舞台となったメキシコ，ゲレロ州の地方都市の市場
　（2012年11月，撮影：小林貴徳）

ワールドシネマ・スタディーズ：
世界の「いま」を映画から考えよう
小長谷有紀・鈴木 紀・旦 匡子 編
勉誠出版，2016 年

（本体 2,200円＋税）
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ワールドシネマワールドシネマ

み ん

 ぱく vol.16

●鈴木 紀
　（すずき もとい）

開発人類学，ラテンアメリカ文化論
 

『国際開発と協働：NGO の役割とジェ
ンダーの視点』（共編著，明石書店，
2013 年），『ワールドシネマ・スタディー
ズ：世界の「いま」を映画から考えよう』（共
編著，勉誠出版，2016 年）

国立民族学博物館（みんぱく）では，
映画会「みんぱくワールドシネマ」
を不定期に開催しています（映画会
は無料ですが，展示観覧券が必要
です）。
      詳しくはみんぱくのホームページ
http://www.minpaku.ac.jp/
museum/event/fs/をご覧くださ
い。

専門分野

主要著書

　本書に収録した映画はすべてフィ
クションである。しかしフィクショ
ンであるがゆえに，現実の社会問題
を鋭利に切り取って物語に構成しな
おした作品が多い。世界の人々がい
ま直面している問題や感じているこ
とを知るためには，良質の映画の鑑
賞はきわめて有効である。映画を社
会科の教材として活用するために，
本書が一助となることを願ってい
る。

教材としての映画

▲ 「みんぱくワールドシネマ」第 33 回「サ 
　 ンドラの週末」上映後の対談。作家の　 
　 宮下隆二氏（右）にインタビューする筆者
　 （左）（2016年３月20日）

◀ 映画「ヒア・アンド・ゼア」の舞台となった
　 メキシコ，ゲレロ州の山岳地帯の風景
　 （2012年12月，撮影：小林貴徳）

　移住と支援というテーマでは，「君を
想って海をゆく」（第４章掲載）をあげ
ておきたい。舞台はフランス北端，イ
ギリスに面したカレの街だ。物語は，
ロンドンにいる恋人に会うためにドー
バー海峡を泳いで渡ろうとするクルド
人青年ビラルと，彼に水泳を教える元
メダリストのフランス人，シモンを軸
に展開する。フランス政府は，市民が
不法入国者を支援することを禁じて
いるが，一部の市民はその支援のた
めの NGO を組織し，政府批判に熱心
だ。シモンは，水泳コーチという個
人の立場から，偶然知り合ったビラ
ルの夢の実現に協力する。この映画
が制作されたのは 2009年だが，そ
の後も増加する不法入国者の処遇は，
フランスを始めとするヨーロッパ諸
国の喫緊の課題でありつづけている。
シモンの態度は，「排除か受容か」で
揺れる難民・移民問題の政治論争から
は距離をとり，個人として何ができる
かを提示している点で注目に値する。
　移住，家族，支援の３点に及ぶテー
マを扱う映画としては，「ヒア・アンド・
ゼア」（第６章掲載，当連載第９回で
紹介）がある。アメリカ合衆国での出
稼ぎを終えて故郷のメキシコの村にも
どったペドロが，再びアメリカを目指
すまでの数年間を描いた映画である。
音楽好きのペドロは仲間とバンドを組
んで，ミュージシャンとして生計をた
てることを夢みた。メキシコでは，誕

生日や結婚式にバンドを呼んで，そ
の場を盛り上げることが珍しくない
からだ。しかしバンド活動は軌道に
のらず，２人の娘たちの学費や妻の
病気の治療費の支払いに困窮するよ
うになる。そればかりか，メキシコ
農村特有の相互扶助関係にも支障が
生じ，支援を求められても，それに
答えられないもどかしさをペドロは
経験する。こうして彼は，家族を守り，
支援のネットワークに留まれるよう
に，再び国境の北側で不法就労を目
指す。トランプ政権下，メキシコ人
不法移民の取り締まりが強化されつ
つある現在，この映画は，個々の移
民の事情を想像するための格好の素
材となる。彼らが渡米するのは，ア
メリカ人の雇用を奪うためでないこ
とは明らかである。
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ようこそ！ 
歴史史料の
世界へ vol.

17

　天保の改革が頓挫して水野忠邦が失脚したあと，

幕閣を率いたのは阿部正弘である。阿部は，1849 

年12月，外交方針をめぐる布達［①］を発し，天

保期の穏便な対処を求める薪水給与令から文政期

の強硬な異国船打払体制への復帰を予告するとと

もに，諸大名に防備の強化を命じた。 ただし，単

純な復帰を意図したものではなく，対外強硬姿勢

への転換を目指す一方で，百姓町人に至るまで，

それぞれの分を尽した協力を命じて，独立を守る

た め に は，「 惣 国

之力」「日本闔
こう

国
こく

之力」を尽くした

力の結集が必要だ

との認識をも示し

た。身分制的枠組

を超えた「惣国」

「闔国」といった国家的視座が提示されたところに

新しい時代への萌芽を読み取ることができる。

日米和親条約締結は，
開国を意味するか

●聖徳大学教授  大庭 邦彦

強硬な打払体制への「復帰」を目指す

▲ ①　1849年に阿部正弘が出した布達
　 （海岸防禦之儀ニ付被仰渡御請証文（写），千葉県文書館蔵）

◀ 阿部正弘（1819 ～ 57 年，
 　福山誠之館同窓会蔵）
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ようこそ！ 
歴史史料の
世界へ vol.

17 　では開国は，いつどのような形で実現すること

となったのであろうか。1854 年の日米和親条約の

締結をもって指標とするのが一般的であろう。ア

メリカ側が最初に日本側に提示した条約草案には，

自由貿易を前提として，片務的最恵国待遇，協定

関税制，領事裁判権といった不平等条項が明記さ

れていたが，交渉の過程で片務的最恵国待遇を除

いた不平等条項だけでなく，自由貿易規定につい

ても落とされていったという経緯がある。

　日米和親条約締結から 1か月ほど経った 4 月，

幕府は次のような触書［②］を発した。そこには，

ペリー一行が平穏に退帆したことを踏まえ，「彼
か な た

方

志
し

願
がん

之
の

内
うち

，漂民撫
ぶ

恤
じゅつ

， 並
ならびに

航海来往のみぎり薪水・

食料・石炭など船中闕
けつ

乏
ぼう

品々下されたくとの儀御

聞届けに相成り候」と，漂流民救助と航海中に寄

港した船舶の物資補給に限定して，アメリカの要

求を日本が受け容れたこと，その際入港地を事前

に限定しておかなければ不取締となるので，下田

と箱館を開港する，という内容が記されている。

　文面からは，和親条約の締結が，天保の薪水給

与令の延長線上に捉えられており，鎖国の祖法を

開国へと大転換させるもの，との認識はみてとれ

ない。おそらく幕府は，祖法の転換という意味で

の条約締結の画期性について，この段階で既に気

付いていたと思われる。しかし，当時国内には条

約調印に消極的ないしは批判的な意見が根強く存

在していた。幕府が，こうした認識を正面から展

開しなかったのは，条約締結によってさらなる政

治的苦境に追い込まれることを何とか避けたいと

の思惑があったからではなかろうか。

　長崎におけるオランダとの関係を米国にも適用

する（対オランダ関係と同質のものである）とい

う論理に依拠することによって，鎖国の祖法は維

持されているとして国内の非難を避けようとした。

ここに触書を発した幕府の意図があった。

日米和親条約の締結と幕府の対応

幕府の開国認識

　管見の限り，開国という言葉も，鎖国同様，同

時期の史料には登場しない。こうした点をも含め

て考えれば，開国とは，日米和親条約締結に求め

るよりも，1853 年のペリー来航以後，自由貿易を

規定した 1858年の日米修好通商条約締結に至る

間のいくつかの過程を経つつ，段階的に実現され

ていったと捉えるほうが実態にあっているのでは

ないだろうか。

　貿易が民間ベースで自由に行われることは，物

資の交流のみならず，思想や文化の交流の活発化

を不可避のものとする。幕府は完全にそれを阻止

できない。すなわち自由貿易のもと，近代合理主

義思想やキリスト教が国内に浸透・定着すること

となれば，幕藩体制を正統化していた国家理念＝

イデオロギーの崩壊を招来することになり兼ねな

い。この点にこそ，幕府が祖法の転換に際して抱

いた深刻な危機感があったのである。

▲ ②　1854 年に幕府が出した触書
　 （アメリカ船内海退帆ニ付触書（写），千葉県文書館蔵）

●大庭 邦彦（おおにわ くにひこ）

専門分野／日本近代史
主要著書／『Jr.日本の歴史』第6巻（共著
小学館，2011年），『徳川慶喜と幕末・明治』

（NHK シリーズ  NHK 文化セミナー・歴史に学
ぶ  NHK 出版，1998 年），『父より慶喜殿へ― 
水戸斉昭一橋慶喜宛書簡集』（集英社，1997
年）など
日本文教出版『中学社会』教科書著者
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「世間のない」市場競争の国，アメリカ

　前回，アメリカ大統領選挙の隠れた争点は，い

かにコミュニティを維持するか，崩壊を食い止め

るか，多様な人々からコミュニティをいかに創り

だすかであったのではないかと指摘しました。

●筑波大学大学院教授  辻中 豊

　アメリカには「世間がない」というのはどうい

うことでしょうか。世間とは明治期に社会という

言葉が導入される以前から日本にある，社会，世

の中，世の中の人々，人の世を指す言葉ですね。

元は仏教用語のようですが，いずれにせよ，彼女

が感じているのは，アメリカには日本人が感じる

社会がない，ソーシャルキャピタル(社会関係資

本)のあるコミュニティ，社会のもつ一体感が存在

しないように見えるということです。人々はそれ

よりも，cause(大義), idea(理念), interest(利害), 

concern(関心)などと表現される主義主張に基づい

て自らの公共的なものを定義し，社会全体を意識

せず、社会での評判に囚われずに行動しあってい

るということです。

　言い換えれば，アメリカに存在するのは，い

わば個人が単位となった個人主義の市場です。商

品など取引に見られる経済の市場はいうまでもな

く，市民の社会でも政治でも同じように市場があ

り，そこで人々は競争し合っています。人々のつ

くる人間関係としてのソーシャルキャピタル，そ

して人々がソーシャルキャピタルを育むコミュニ

ティが乏しいこと，その代わりに考え方の違いの

自由競争が社会でもいつも激しく行われ，その一

つの大きな結果がトランプ大統領の誕生だ，とい

うことでしょう。前にも書きましたが，多くのア

メリカ人も，地域のコミュニティを大事にしてい

ますし，フリーマーケットなど触れ合いの機会も

たくさんあります。ただ，それが急速に壊れてい

　最近，アメリカでジャーナリストをしている筆

者の教え子の一人から，トランプ政権以後のアメ

リカについて，次のようなメール※1をもらいまし

た。

「日本との違いでいつも思うのは，個人主義とそ

れぞれが持つ経済，価値観，イデオロギーの違い

が天と地ほどの開きがあるということです。極

貧からビル・ゲイツまでの差，中絶を殺人と固く

信じている人，銃を国家との対峙で重要な権利と

固執する人，イスラムやヒンズー，仏教を信じ

る人，個人にお金を戻した方が有効に使えると考

え政府の役割をなるべく限定しようとする人，さ

まざまな国からの移民。利益追求と，フィランソ

ロピー（筆者註，社会貢献）。日本のように「世

間」というものがなく，世間がどう思うかは，ほ

とんど個人，団体，企業の行動を縛らない点。世

間，近所のつながりというものはほとんど存在せ

ず，市民社会（市民団体）はそれぞれの関心（宗

教，社会問題，スポーツ，民族，子育てなど）に

よってつながりあっているというのが印象です。

いろいろな人が書いていると思いますが，トラン

プ勝利の背景は，技術革新とグローバリゼーショ

ンによる経済・産業構造の変化の中で置き去りに

なった人たちの苦境を政治が解決してこなかった

ことだと思われます。」

現代社会ウォッチング vol.4

▲ アメリカのトランプ大統領批判のデモ

外国からみる日本の政治
ーアメリカからみる （その 2 ）
そして次の比較へ

外国からみる日本の政治
ーアメリカからみる （その  ）
そして次の比較へ
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日本と人口規模の似た，とても異なる2つの国へ

ると多くの人々が感じており，その解決策をこれ

までと全く違う手法の政治家に委ねたということ

なのです。

　多くの人にこのトランプ大統領の登場はショッ

クを与え，その結果これまで以上に大きな社会運

動も生じています。注意すべきは，トランプ政

権の政策に反対する大規模な抗議運動デモンスト

レーション※2も，アメリカの政治体制自体を否

定するのではなく，次の制度的な選択機会に向け

て，具体的には2年後の中間選挙や4年後の大統領

選挙に向けて，活動している点です。

　世界の人々の間で，実は世間が崩れ，コミュニ

ティが崩れているという感覚が広がっています。

アメリカでは大きなデモが生じていますが，ほか

の国ではどうでしょうか。

　これまで中国，アメリカと比べながら，日本の

ことを考えてきましたが，もう少し比較する国を

変えてみましょう。日本の政治を考えるときに，

普通，ヨーロッパの諸国，特にイギリスやフラン

ス，ドイツ，イタリアなどがあがります。確か

に，いずれも似たところと違いがあって，日本を

理解する参考になります。しかし，世界には200

ほども国が存在するのです。もう少し今回は違う

角度からも見てみましょう。

　バングラデシュとロシアです。ずいぶん違った

国だと思われるでしょうね。実は，日本と両国は一

つの点でよく似ています。人口規模です。つまり，

世界各国のうち，人口の8位(バングラデシュ)，9

位（ロシア），10位(日本)の国々にあたり，順に

1.63億人，1.43億人，そして1.26億人の人口を有

しています（2016年）。世界一の国土面積を誇り

日本の45倍の広さのロシア，国土面積が日本の4割

と小さいバングラデシュの両国が，日本より少し大

きい規模の人口を擁しているのです※3。

　人々の生きる近隣地域であるコミュニティや人

間関係を示すソーシャルキャピタル，そして政治

と民衆の関係を考えるうえで，こうした人口規模

や国土面積，また人口密度や都市集中度は大きな

関係をもっています。その上に熱帯雨林に位置す

るバングラデシュと大部分が冷帯に属するロシア

は，大部分が温帯に属する日本との風土の違いも

あります。

　風土と政治の関係は，アリストテレス※4やモン

テスキュー※5以来，多くの政治学者の関心を集め

ています。また民主主義と政治体の人口規模の関

係については，現代の民主主義の最も重要な理論

家の一人であるロバート・ダールも『規模とデモ

クラシー』※6という研究書を著しています。とは

いえ，多くの場合，政治や民主主義を論じるとき

に，風土や人口規模は十分に考慮にいれられてい

ません。日本の人々の関心も偏っている場合が多

いのです。これらの点を含め，次回に検討したい

と思います。

▲ バングラデシュ，ダッカの風景

●辻中 豊（つじなか ゆたか）

専門分野／政治学
主要著書／『大震災に学ぶ社会科学 第
1 巻 政治過程と政策』（東洋経済新報社，
2016 年），『現代日本の NPO 政治―市
民社会の新局面 （現代市民社会叢書）』

（木鐸社，2012 年），『利益集団（現代
政治学叢書）』（東京大学出版会，1988
年），日本文教出版『中学社会』教科書
著者

※ 1．長沼亜紀（Aki Ellington Stocker）氏，ワシントン在住ジャーナリ 
	 スト。引用は私信から許可を得て掲載。
※ 2．例えば大統領就任式翌日 2017年 1月21日には，全米で数 
      百万に規模の抗議デモが行われ，ワシントン D.C. にも数十万人の  
        人々がデモに参加した。
※ 3．人口密度（2015 年）は，バングラデシュが1000人以上（平方 
        キロ当たり），日本が336人，ロシアが 8人である。
※ 4．古代ギリシアの哲学者。Aristotelēs，前384年－前322年。 
      158のポリスについてその国制を記録したとされ，その比較検討に 
        基づき『政治学』を著した。
※ 5．フランスの哲学者，政治学者。シャルル＝ルイ・ド・モンテスキュー 
      （Charles-Louis de Montesquieu，1689年－1755年）『 法の 
        精神』で風土と法，政治体制の関係を研究した。
※ 6．Dahl, Robert A. and Edward R. Tufte, 1973. Size and  
         Democracy, Stanford : Stanford University Press. ［内山秀夫 
        訳，1979. 『規模とデモクラシー』，慶應通信］.
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農地還元するには課題が多く，処

理しきれない地域が多く見受けら

れる。過剰な家畜排せつ物は悪臭

や窒素過多による水質汚濁を引き

起こす。家畜排せつ物およびその

堆肥の新たな利用法が必要とされ

ている。

　そこで私が目をつけたのが，そ

の家畜排せつ物の堆肥だ。

　上記の背景，そして木質ペレッ

ト製造の経験から，弊社では家畜

排せつ物の減容化とエネルギー利

用を目指し，2008（平成 20）年，

帯広畜産大学と共同で堆肥を燃料

ペレット化した「バイオ・エコ・

ペレット」の研究開発，製品化に

成功した。しかし，一般的な木質

ペレットに比べて，成型が難しい

こと，燃焼時に煙と灰が多いこと，

当時原油価格が再び安定したこと

などにより販売の中止を余儀なく

された。

　この経験をふまえ，堆肥を燃料

としたエネルギー利用のシステム

を 構 想。2014（平 成 26）年， 日

本初の「牛糞堆肥バイオマスの直

接燃焼型システム」の実証プラン

トを立ち上げた。システム燃料の

原料は家畜排せつ物である肉牛糞

堆肥である。水分を 30％程度に

調整した乾燥堆肥を燃料としてい

る。ばらつきはあるが，堆肥はお

よそ 3,600kcal/kg と木質に劣ら

ない発熱量を達成している。燃焼

後の残さとしては燃焼灰（堆肥化

前処理量の 5.7％まで減量）が得

られ，それらは基本的に肥料とし

て利用可能である。

　現在，家畜排せつ物のエネル

ギー利用ではメタン発酵が主流で

　近年の異常気象の影響により，

50 年 100 年に一度の大災害が毎

年のように各地で発生している。

地球温暖化が叫ばれて 10 年ほど

が経つであろうか。環境学者らは

人口の異常な増加と化石燃料の大

量消費を懸念している。地球の人

口はこの 100年でなんと約 4 倍

に増加，それに伴う化石燃料の消

費はおよそ10 倍にもなった。そ

して，産業の発展・生活水準の向

上と，環境負荷の増加は切り離せ

ない関係にあり，有限である化石

燃料の代替エネルギーが現在も注

目されている。　　

　弊社グループ会社では牛の凍結

精液を輸入し，全国各地の畜産農

家へ販売をしている。その関係か

ら，家畜排せつ物の処理が切実な

問題となっていると耳にする。本

来，堆肥は畑の肥料になる大切な

資源だ。しかし，現在日本では，

畜産業の発展に伴い局所的に大量

発生する家畜排せつ物堆肥を全て

エネルギーの
地産地消への挑戦

●日本家畜貿易株式会社　取締役会長  小森 唯永

未利用資源としての

家畜排せつ物堆肥

牛糞堆肥バイオマスの

直接燃焼型システム

北海道帯広市

発信

地 域 か ら の

●人口  169,389 人
●面積  619km2  （平成２7年現在）

▲ 家畜排せつ物によるエネルギー化のしくみ

1 投入サイロ

2 トロンメル乾燥機

3 乾燥燃料搬入ライン
4 燃料貯蔵サイロ

5 燃焼炉

6 蒸気ボイラー

マルチサイクロン

受変電設備

自動灰出装置

スチームヘッダー

排気棟

スクリュ式
小型蒸気
発電機

ロータリー
ブロア
発電機

クッション
タンク

給水
セット

制
御
盤
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ある。メタン発酵は処理量とほぼ

同量の廃液が発生し，その処理に

課題が残っている。本システムで

は，廃液は発生しない。また，堆

肥のようにメタン発酵に向かない

ものも処理が可能なのだ。燃焼灰

やシステムの排気も含め，発生す

るものを全て利用する，超循環型

のシステムである。

　ここでシステムフローを紹介し

よう。P.22 上図を参照願いたい。

　まず，家畜排せつ物を堆肥盤で

好気性発酵し，堆肥化する。80％

以上あった水分を 50 ～ 60％に

まで下げる。この状態で 1投入

サイロから 2乾燥機へ投入。乾

燥機の熱源はシステムの排気で

ある。堆肥はここで水分 30％ま

で乾燥し， 3搬入ラインを通り，

いったん，4燃料貯蔵サイロで

貯蔵，5燃焼炉へ定量供給され，

燃え続ける。スタート時には燃焼

炉の点火バーナー，二次炉の補助

バーナーを焚くが，燃焼が安定す

ればバーナーなしで堆肥は自然燃

焼する。燃焼により，堆肥は燃焼

ガスと燃焼灰に変化。燃焼ガスは

二次炉で有害成分も完全に燃焼す

る。この燃焼ガスのエネルギーを

利用して，6ボイラーで熱交換

し，温水や蒸気を発生させる。給

湯はもちろんのこと，ハウス熱源

としての利用が可能である。熱交

換後の排気も乾燥熱源として利用

する。燃焼灰は堆肥化前の家畜排

せつ物と比べると約 5.7％に大幅

に減量化。肥料成分としては，日

本ではそのほとんど

を輸入にたよってい

る，貴重なリンとカ

リを少なくとも 5％

ずつ含み肥料として利用できる。

　本システムを使うことにより，

気候や地形の関係で作物栽培が困

難な地域でも，家畜排せつ物があ

れば農業用ハウスを利用した農業

が可能になる。つまり，この地域

の資源を利用したエネルギーの地

産地消である。これにより日本に

新たな農業の形態が生まれるので

ある。

　システム利用の例として，約

39t/日の家畜排せつ物を直接燃

焼した場合，エネルギーとして

発 電 5,000kW/ 日， 温 水 10,000

ｔ/日の利用が可能（稼働時間 8

時間 / 日）となる。堆肥を燃料と

することにより削減される二酸化

炭素は，年間およそ 367t である。

これはスギの木 39,330本分にも

およぶ。そしてなにより年間およ

そ 538t（ある町の畜産業者 8 社

での過剰分）の未利用資源である

家畜排せつ物の再生利用が可能と

なる。燃焼後は約108 t まで大幅

に減量化するため，保管・持ち運

びにも容易だ。

　本年は，改良した新型の牛糞堆

肥バイオマス燃焼炉での燃焼試験

を開始し，データ蓄積後，大型化

を計画している。本システムの完

成を心待ちにしているという問い

合わせが，全国各地から約 150 件

きている。実際に，「大量の家畜

排せつ物を消してしまいたい」と

いう声も多くあり，減容化に貢献

できる本システムの確立が急務と

なっている。加えて，家畜排せつ

物を燃焼し臭気の問題を軽減する

ことで，地域の観光業がより一層

さかんになるであろう。このシス

テムから生まれた，地域で生産し

たエネルギーを地域で消費してい

くことで，環境負荷を軽減し，地

域経済にもよい影響を与えてい

る。大きな課題の解決も，身近な

課題解決からその一歩が進んでい

くのである。

　畜産現場の声に応え，日本の家

畜排せつ物処理の問題解決に少し

でも近づけるべく，「誰かがやら

なければならないのなら，私がや

る！」という気持ちで，今後本シ

ステムの更なる開発に取り組んで

いく所存である。

　そして私たちは，未来の子ども

たちのため，より身近な環境課題

の解決を図るため，エネルギーの

地産地消という大きな課題へ挑戦

し続けていく。現状と今後

● 問い合わせ先
　 日本家畜貿易株式会社
　 〒089-1247　北海道帯広市昭和町東５線
　 113番地
　 TEL:0155-64-5735　FAX:0155-64-5736
　 E-mail:jlt@axel.ocn.ne.jp
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    「能」は，ユネスコ無形文化遺
産に登録された，日本を代表する
古典芸能です。世界最古の仮面劇
とも言われていて，観阿弥・世阿
弥親子によって大成された，約
700 年前からずっと途切れること
なく上演され，伝え続けられてき
た芸能です。
　能は，歌と舞，すなわち「謡（う
たい）」と「舞」で構成されてい
ます。能を演じる人を能楽師と言
いますが，能楽師のなかには役が
４つあり，主役を演じるシテ方，
脇役を演じるワキ方，滑稽劇の狂
言方と楽器演奏を担当する囃子方
です。囃子方にも４つあり，笛方，
小鼓方，大鼓方，太鼓方にわかれ
ます。それぞれ専業で，生涯一つ
の役のみを担当します。能楽師の
仕事は，能の公演に出演し能を演
じることと，一般の方に能の指導
をすることの大きく二つにわけら
れます。

　　能は，室町時代に足利義満に
よって庇護され，豊臣秀吉が能の
愛好家となり，江戸時代には武家
の式楽（儀式用に用いられる芸能）
になり，「サムライの芸能」とし
て武家社会とともに歩み続けてき
ました。しかし，明治維新により
武家社会が崩壊すると，一時存続
の危機を迎えますが，武家に代わ

り華族や商人により守られまし
た。私の先祖は，代々京都で大名
貸の両替商を営んでおりました。
曾祖父が趣味として能の謡をたし
なんでいた姿を祖父が見て，生業
として能の道を志してから家業と
なり，父，私と継いできました。
能を始めたきっかけがあったとい
うよりは，生まれたときにすでに
能楽師だったということです。
　能は，私のように，能楽師の家
に生まれた子どもが能楽師になる
ことも多いですが，能に出会い，
一般の家庭から能楽師を目指す人
もいます。私が大学で教えている
能のクラブからも能楽師になり，
現在，能の世界で頑張っている人
もおります。

    能楽師の仕事をするうえで私
にはいろいろな立場があります。
能楽師として一個人の自分，能楽
師の父（息子がおりますので）と
しての自分，能楽・山本家一門の
リーダーとしての自分，大阪の能
楽師としての自分，日本のなかで
の能楽師としての自分。社会との
関係を広げて行くなかで，必ずさ
まざまな課題があり，それぞれの
立場として超えなければならない
大きなハードルがあります。「大
変」と言えば大変ですが，苦労で
はありません。私自身が苦労と感
じていないのかもしれませんが。

　伝統を守るということは，新し
い何かを見出し，それに向かい進
み，そして信念を持って貫くこと
だと思います。現代は激動の時代
です。グローバルでボーダレスな
時代を迎え，人の価値観も多様に
なり，答えは一つではなくなって
きています。そのような時代のな
かで，700年前から変わることの
ないこの能楽を伝えていかなけれ
ばなりません。

　　能の中には，国語，社会，音楽，
体育など，学校の教科の中のさま
ざまな要素が含まれています。約
10 年前から，子どもたちが能を
テーマにした造形遊びを楽しんだ
あと，能を鑑賞する図工の要素を
取り入れたプログラムの開発に取
り組んでいます。押しつけではな
く，子どもたちの自発的なやる気

Q お仕事をされていて，
たいへんなことは
どんなことですか。

A

Q 子どもや先生方向けに
取り組まれていることを
教えてください。

A

能を始められたきっかけは，
何ですか。

Q

A

能楽師とは，
どんなお仕事ですか。

Q

A

●観世流能楽師  山本 章弘

しごと
図 鑑 ●山本 章弘（やまもと あきひろ）

1960 年（昭和 35 年）生まれ。56才。
幼少より父や祖父から能の指導を受ける。
国際交流基金地球市民賞など受賞多数。

能楽師の仕事

▲ 能「忠信（ただのぶ）」を演じる本人

24         社会科 NAVI 2017   vol.16  



を促し，心から楽しんでもらうこ
とを目的にしています。例えば，

「土蜘蛛（つちぐも）」を鑑賞する
プログラムでは，客席いっぱいに，
子どもたちが蜘蛛の巣をはりめぐ
らせたなかで鑑賞しました。現在，
文化庁の事業で，全国の小学校・
中学校・特別支援学校で能を鑑賞
する授業をさせていただいており
ますが，公演の前に，能舞台の鏡
板（能舞台の正面の羽目板）に描
かれる老松の葉の一枚一枚を子ど
もたちに描いてもらって老松を作
り，その前で上演したこともあり
ます。いつもの体育館が自分たち
の手で “ 能が演じられる特別な場
所に変わる ” そのワクワクした気
持ちを大切にしています。能の演
技は無形のものですが，子どもた
ちが作った作品は有形です。大人
になって机の引き出しの奥から自
分の作品が出てきた時に，子ども
のころに見た能を思い出す。その
時，また能を観たいな，と思って
いただければ，と願っています。
　能のアプリは，学校の先生方を
対象にした能の体験講座のなか
で，特別支援学校の先生からのご
発案で生まれました。学校にある
タブレットで，ピアノやギターの
アプリのように，能の楽器が演奏

できたら，子ども
たちが楽しめるの
に， と。 そ れ を 聞
いていた私の弟子
のブルガリア人の
ペトコ君が，１週
間後に原型を作っ
てくれて驚きまし
た。最初は，能の楽
器演奏が楽しめる

「OHAYASHI sensei」，次に能に
ついて学べる「We Noh」，謡を
学べる「Super Utai」，そして「山
本能楽堂の字幕アプリ」の４種類
をこれまで開発してきました。無
料でダウンロードでき，日本語と
英語を選べますので，外国の方に
も気軽に楽しんでいただくことが
できます。

　　アプリの開発を一緒にしてい
るペトコ君と知り合って 10年近
く経ちますが，彼から，ブルガリ
アをはじめ東・中央ヨーロッパで
は，昔から親日家が多いにも関わ
らず「本物の日本文化」が上演さ
れる機会が少なく，残念だと聞き
ました。それなら私たちが公演を
行い，能の魅力を伝えようと毎
年，公演やワークショップを行っ

ています。一昨
年は，ブルガリ
アの俳優さんた
ち 10 名 が 能 の
稽古をして出演
し，大きな反響
を 呼 び ま し た。
また，昨年はヨー
ロッパ三大演劇

祭の一つであるシビウ国際演劇祭
に，初めて招聘を受け，上演し喝
采を浴びました。シビウ演劇祭の

▲ 大阪の玄関口・グランフロント大阪で，15か国
	 20名の子どもたちと新作能「水の輪」を共演。
	 特設した円形の能舞台のまわりに，全国の
	 2000人の子どもたちが，松の葉に「水のカタ
	 チ」を描いた14本の大きな老松を仕立てた。

今後の夢を教えてください。Q

A

総監督さんからは「日本の伝統芸
能が世界で最も優れた舞台芸術で
ある」とご評価いただきました。
　山本能楽堂は今年90年を迎え
ますが，約10年前から大阪市，
大阪商工会議所，大阪観光局と一
緒に，能だけでなく，文楽，上方舞，
落語，講談，浪曲等大阪に伝わる
地域資源である「上方伝統芸能」
を一晩に４種類，ショーケース的
に紹介する公演を行っており，上
方伝統芸能全体の情報発信施設と
しての役割も担っています。地域
のまちづくりイベントにも場所を
開放しており，さまざまな方々が
山本能楽堂で交流し，そこから新
しい芸術やアイディアが生まれる
地域のランドマークの役割を持ち
始めています。
　能は約 700年前から途切れる
ことなく上演され続けてきまし
た。今後さらに 700年伝えてい
くためにも，連綿として続く能の
歴史のなかで「今」の時代を担う
いわば歯車として，この時代にで
きることに真摯に取り組み，次の
世代に能を魅力ある芸術として継
承していければと思います。

▲ 山本能楽堂の能舞台

公益財団法人  山本能楽堂
〒 540-0025　大阪市中央区徳井町 1-3-6　
TEL 06-6943-9454
公式ホームページ
http://www.noh-theater.com/
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　減災館には，建物全体を振動させられる装置を

備えており，実験棟としての役割がある一方で，高

精度の免振装置も備えています。そのため，大災害

が発生した際には，名古屋大学の災害対策本部とな

る役割も担っています。

　全国各地の自治体や企業は，大災害が発生した

場合に備えて，それぞれ災害対応計画を立てていま

す。

や津波が発生するメカニズムや共振のしくみなどに

ついて，手で模型に触れながら学習することができ

ます。

　館内には，愛知県名古屋市にある清州城遺跡の

剥ぎ取り地盤が展示されています。この地盤には，

16 世紀前半のものと見られる陶器の破片を含んだ

　名古屋大学減災連携研究センターは，産・官・学・

民が連携して防災・減災への活動を行うために，研

究活動や人材育成などを行っています。減災館はそ

の活動拠点です。

　しかし，例えばある企業は大災害が発生した際に，

3日後には電力供給が回復する仮定で工場を再稼

働させる計画を立てていますが，その一方で，電力

会社は3日での完全復旧は難しいと考えているなど，

それぞれの独自の計画は上手く噛み合っているとは

言えません。

　また，すべての企業が自社の迅速な復旧を目指し

たとして，労働力をはじめとする限りある資源の配分

は，果たして上手くいくのでしょうか。真に最適な災

害対応計画を立てるには，自治体や企業などの多様

な機関がお互いの災害対応計画を共有し，調整し合

う必要があるでしょう。

　減災館は，防災教育や防災意識の啓蒙のために，

1階～ 2 階の一部を展示スペースとして一般公開し

ています。2017年 2月には，累計来館者数が 4万

人を超えました。

　展示スペースでは，見るだけではない，体感しな

がらの学習が可能です。振動台「BiCURI」では，

規模の大きな地震で発生する揺れを体感することが

できます。学習教材「ぶるる」シリーズでは，地震

▲ 学習教材「ぶるる」シリーズ

▶ 減災館外観（写真：読売新聞／アフロ）

減災館
（名古屋大学減災連携研究センター）

●日本文教出版株式会社編集部

減災館とは

減災“連携”研究の必要性 清州城遺跡の剥ぎ取り

展示スペース
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層が確認できます。そして，その上の層からは地震

に伴って発生した液状化現象の痕跡が確認できま

す。さらにこの痕跡が 17世紀初頭に徳川家康が清

州城を廃して名古屋城を築いた「清州越し」の際に

投棄された瓦によって覆われていることから，この

▲ 清州城遺跡の剥ぎ取り地盤

〒 464-8601　名古屋市千種区不老町　減災館
TEL：052-789-3468
URL：http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/
※開館スケジュールにつきましては，web サイトにてご確認ください。

痕跡は1586 年の「天正地震」に伴って発生した液

状化現象のものと推定することができます。

　清州城は低地にあり，度々水害に悩まされていた

記録が残っているのに対して，名古屋城は高台に位

置しています。家康が清州越しを行った理由の一つ

には，防災的な観点があったと言えるのではないで

しょうか。

　一般公開日には，センターの教員が日替わりで担

当するギャラリートークを毎日行っています。

　また，市民に向けた講演会として，「げんさいカフェ」

や「防災アカデミー」などのイベントも定期的に開催

しています。

　日本は自然災害の多い国ですが，その中でも中

部地方は，南海トラフ巨大地震や伊勢湾台風の再

来などの大規模な災害の発生が予想されています。

防災・減災の必要性について改めて考える機会とし

て，一度訪問してみてはいかがでしょうか。
▲

 ギャラリートーク

イベント

NIC ES 総合館

名古屋高速 2 号東山線至 本山

至 八事

郵便局

豊田講堂
2 番出口

四
谷
通
り

地
下
鉄
名
城
線 名古屋大学駅

N
減災館陶器破片

液状化の痕跡

瓦
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　３月，新しい学習指導要領が告示され，読者の皆様
も，どんな改訂になるのか気になっている方が多いの
ではないでしょうか。そこで今号では，改訂のポイン
トと，それに応じて子どもの学習がどう変わっていく
のか，小学校社会科と中学校社会科（地理・歴史・公
民的分野）のそれぞれについて，４名の先生に解説し
ていただきました。こちらで新学習指導要領をイメー

☺
☺

☺

ジしていただければと思います。
　弊社ＨＰにて，学習指導要領の新旧対照表を掲載し
ております。こちらもあわせてご覧ください。
　「しごと図鑑」でお話をうかがった能楽師の山本さ
んは，体力づくりのトレーニング時も，能の謡(うたい)
を聞きながら行っているそうです。どんなときも常に
能のことを考えておられるんですね。


